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人
手
不
足
解
消
へ

ＭＥＧ（メグ）システム　
江
戸
時
代
に
大
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
と
な
っ
た『
豆
腐
百

珍

』
。
著

者

は

醒
狂
道
人
何
必
醇

せ
い
き
ょ
う
ど
う
じ
ん
か
ひ
つ
じ
ゅ
ん

と
い
う

文
人
で
、ハ
ッ
キ
リ
し
て
は

い
な
い
が
料
理
人
で
は
な
か

っ
た
ら
し
い
。ど
れ
く
ら
い

人
気
が
あ
っ
た
か
と
い
う

と
、出
版
さ
れ
た
天
明
２（
１

７
８
２
）年
の
翌
年
に「
豆
腐

百
珍
続
篇
」が
、さ
ら
に
そ
の

ま
た
翌
年「
豆
腐
百
珍
餘
録

よ
ろ
く

」

が
刊
行
さ
れ
た
ほ
ど
。

　
そ
の
名
の
通
り
、
豆
腐
料

理
ば
か
り
を
百
種
掲
載
し
た

料
理
本
だ
が
、人
々
に
ウ
ケ

て
爆
発
的
に
流
行
し
た
た

め
、こ
の
機
に
乗
じ
た
他
の

作
者
に
よ
る「
百
珍
物
」ブ
ー

ム
が
巻
き
お
こ
っ
た
。「
卵
百

珍
」と
呼
ば
れ
る「
万
宝
料
理

秘
密
箱
前
篇
」や「
鯛た

い

百
珍
料

理
秘
密
箱
」「
柚
珍

ゆ
う
ち
ん

秘
密
箱
」

「
大
根
一
式
料
理
秘
密
箱
」

「
甘
藷

い

も

百
珍
」「
海
鰻

は

む

百
珍
」

「
蒟
蒻

こ
ん
に
ゃ
く

百
珍
」
な
ど
が
続

々
と
出
版
さ
れ
た
。
今
で
い

え
ば
、
社
会
現
象
っ
て
ヤ
ツ

だ
。

　
さ
て
、本
題
の
豆
腐
百
珍
、

そ
ん
な
に
は
や
っ
た
な
ら
、

一
体
ど
ん
な
料
理
が
載
っ
て

い
る
の
だ
ろ
う
？
　
イ
マ
ド

キ
あ
り
が
た
い
こ
と
に
「
国

立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
い
う
サ
イ

ト
で
、
当
時
の
原
本
を
閲
覧

で
き
る
。
筆
者
が
大
学
院
生

時
代
は
、
わ
ざ
わ
ざ
足
を
運

ば
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の

に
、
便
利
な
世
の
中
に
な
っ

た
な
ぁ
、
と
感
慨
に
ふ
け
り

つ
つ
閲
覧
。
だ
が
悲
し
い
か

な
、
江
戸
時
代
の
版
本
を
現

代
語
訳
し
て
い
た
あ
の
頃
の

ス
キ
ル
は
ど
こ
へ
や
ら
？
…

　
と
い
う
ワ
ケ
で
、
多
少
参

考
に
し
つ
つ
も
、
再
現
料
理

画
像
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
新

潮
社
と
ん
ぼ
の
本
「
豆
腐
百

珍
」
と
、
漫
画
家
花
福
こ
ざ

る
さ
ん
が
百
品
の
調
理
に
挑

戦
す
る
様
子
を
描
い
た
「
豆

腐
百
珍
　
百
番
勝
負
」
を
入

手
、
参
照
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。
同
様
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

さ
れ
て
い
る
料
理
研
究
家
や

ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
も
大
勢
お

ら
れ
る
。
豆
腐
人
気
、
恐
る

べ
し
！

　
い
よ
い
よ
そ
の
内
容
だ

が
、
豆
腐
百
珍
で
は
豆
腐
料

理
を
、
あ
り
き
た
り
な
物
か

ら
ち
ょ
っ
ぴ
り
変
わ
っ
た

物
、
そ
し
て
絶
品
に
至
る
ま

で
６
種
に
分
類
し
て
紹
介
し

て
い
る
。
ま
ず
は
、
ど
こ
の

家
庭
で
も
よ
く
料
理
さ
れ
て

い
る
「
尋
常
品
」
。
全
部
で


品
目
と
最
も
多
い
。
そ
し

て
、
世
の
人
々
が
皆
よ
く
知

っ
て
い
る
か
ら
、
調
理
法
は

記
さ
ず
そ
の
名
の
み
記
載
す

る
と
断
っ
て
い
る
「
通
品
」

が

品
目
。
次
の
「
佳
品
」

は
尋
常
品
よ
り
風
味
が
優

れ
、
ま
た
は
形
の
奇
麗
な
料

理

品
目
。

　
そ
し
て
、
ひ
と
際
変
わ
っ

て
い
て
、
人
々
が
考
え
付
か

な
い
調
理
法
の
「
奇
品
」
が


品
目
。そ
の
奇
品
に
勝
り
、

形
は
珍
し
い
が
お
い
し
さ
が

イ
マ
イ
チ
な
奇
品
に
対
し
、

形
も
味
も
備
わ
っ
て
い
る

「
妙
品
」
が

品
目
。
最
高

峰
の「
絶
品
」は
７
品
目
で
、

美
味
や
珍
し
い
形
を
超
越

し
、
豆
腐
の
真
の
味
を
悟
る

べ
く
絶
妙
の
調
味
を
記
し
た

物
と
あ
る
（
筆
者
意
訳
）
。

　
百
品
の
一
番
目
は
「
木
の

芽
田
楽
」
。
醴あ

ま
ざ
け

入
り
木
の

芽
味
噌

み

そ

を
つ
け
た
豆
腐
田
楽

だ
。
当
時
田
楽
は
人
気
料
理

だ
っ
た
ら
し
く
、
百
品
中
何

と

品
も
登
場
、
中
に
は

「
海
胆

う

に

田
楽
」
な
ん
て
ぜ
い

た
く
な
モ
ノ
も
。
江
戸
時
代

に
そ
ん
な
料
理
を
食
べ
て
い

た
の
か
？
と
、原
本
を
確
認
。

「
海
胆
を
酒
に
て
よ
き
か
げ

ん
に
と
き
用
ゆ
常
の
田
楽
の

如
し
」
（
原
文
マ
マ
）
と
あ

っ
た
。
し
か
も
「
對
馬
と
肥

前
の
平
戸
よ
り
産
る
う
に
を

最
も
上
品
と
す
」
（
同
）
。

つ
ま
り
、
そ
の
産
地
ま
で
こ

だ
わ
っ
て
い
た
ん
だ
！
　
オ

ド
ロ
キ
！
　
そ
ん
な
江
戸
時

代
の
豆
腐
料
理
、
次
号
も
続

々
登
場
、
ご
期
待
あ
れ
！

　
※
宿
泊
料
飲
施
設
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
。
数
多
く
の
取
材

経
験
を
生
か
し
、
旅
館
・
ホ

テ
ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
や
メ
ニ
ュ
ー
開

発
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
研
修

な
ど
も
手
掛
け
る
。

　
２
０
２
３
年
５
月
の
宿
泊
統

計
調
査
の
速
報
が
発
表
さ
れ

た
。そ
れ
に
よ
る
と
外
国
人
延

べ
宿
泊
者
数
は

年（
コ
ロ
ナ

前
）同
月
比
で
、わ
ず
か
８
％
減

の
約
９
０
０
万
人
と
な
っ
た
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。こ
の

こ
と
か
ら
、訪
日
外
国
人
者
数

そ
の
も
の
が

年
対
比
の

％

減
で
あ
る
こ
と
に
比
較
す
る

と
、宿
泊
の
戻
り
が
い
か
に
よ

い
か
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。

実
際
の
肌
感
覚
と
し
て
も
、東

京
を
中
心
と
す
る
大
都
市
圏
は

明
ら
か
に
海
外
ゲ
ス
ト
の
数
が

増
え
、一
時
期
は
宿
泊
施
設
が

取
れ
な
い
と
い
う
コ
ロ
ナ
前
を

ほ
う
ふ
つ
と
さ
せ
る
現
象
が
起

き
て
い
た
。

　
さ
ら
に
、
今
後
は
５
月
よ
り

水
際
対
策
が
緩
和
さ
れ
た
中
国

人
の
方
の
訪
日
＆
宿
泊
需
要

や
、
円
安
を
背
景
と
し
た
訪
日

旅
行
の
割
安
感
に
よ
る
観
光
客

の
増
加
な
ど
が
見
込
め
る
た

め
、
さ
ら
に
増
え
る
可
能
性
が

高
い
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
回
復
す
る

一
方
で
、
コ
ロ
ナ
前
同
様
に
課

題
も
改
め
て
浮
か
び
つ
つ
あ

る
。
そ
の
一
つ
が
先
行
予
約
対

策
で
あ
る
。
当
然
な
が
ら
海
外

ゲ
ス
ト
の
予
約
は
国
内
ゲ
ス
ト

よ
り
も
早
い
。
予
約
の
動
き
が

早
く
な
る
こ
と
自
体
は
良
い
こ

と
で
あ
る
が
、
問
題
は
キ
ャ
ン

セ
ル
で
あ
る
。
Ｗ
ｅ
ｂ
を
通
じ

て
ボ
タ
ン
一
つ
で
国
を
ま
た
い

で
予
約
が
で
き
て
し
ま
う
の
で

キ
ャ
ン
セ
ル
も
ボ
タ
ン
一
つ
で

成
立
し
て
し
ま
う
。
ま
し
て
や

国
内
ゲ
ス
ト
の
よ
う
に
電
話
を

か
け
て
キ
ャ
ン
セ
ル
料
を
請
求

す
る
こ
と
が
難
し
い
の
で
、
泣

き
寝
入
り
と
い
う
ケ
ー
ス
も
多

い
の
が
実
態
な
の
で
、
し
っ
か

り
と
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
大

事
で
あ
る
。

　
ま
ず
は
、
本
コ
ラ
ム
で
も
再

三
取
り
上
げ
た
現
状
の
日
本
の

宿
泊
施
設
の
キ
ャ
ン
セ
ル
ポ
リ

シ
ー
が
緩
い
と
い
う
問
題
の
改

善
で
あ
る
。
３
日
前
か
ら
発
生

す
る
と
い
う
施
設
が
多
い
が
、

３
日
前
で
は
キ
ャ
ン
セ
ル
後
の

集
客
が
間
に
合
わ
な
い
可
能
性

が
高
い
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
多

寡
に
関
わ
ら
ず
、
実
態
に
即
し

た
キ
ャ
ン
セ
ル
ポ
リ
シ
ー
を
検

討
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。

　
さ
ら
に
キ
ャ
ン
セ
ル
ポ
リ
シ

ー
を
設
定
し
た
と
し
て
も
、
現

地
の
支
払
い
設
定
で
は
、
こ
れ

ま
た
請
求
漏
れ
が
起
こ
る
可
能

性
が
高
い
。
そ
こ
で
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
が
活
況
の
エ
リ
ア
で

は
、
先
行
予
約
は
事
前
カ
ー
ド

決
済
限
定
に
す
る
対
応
や
、
返

金
不
可
プ
ラ
ン
で
対
応
す
る
施

設
も
出
て
き
て
い
る
。

　
た
だ
し
、
キ
ャ
ン
セ
ル
規
定

を
高
め
る
こ
と
は
予
約
時
の
ハ

ー
ド
ル
に
も
な
る
の
で
、
大
事

な
こ
と
は
「
予
約
を
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
日
本
の

観
光
業
に
福
音
を
も
た
ら
す
こ

と
は
間
違
い
な
い
の
で
、
上
手

に
付
き
合
う
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト

で
あ
る
。

　（
ア
ビ
リ
ブ
・
プ
ラ
イ
ム
コ
ン

セ
プ
ト
取
締
役
　
内
藤
英
賢
）

　
　
　
　
　
　
　
＝
隔
週
掲
載
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会
場
の
様
子

セ
ミ
ナ
ー
風
景

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
実

践
講
座
　「
エ
リ
ア
目
線
」

で
成
果
を
最
大
化
す
る
成

長
戦
略

　
　
　
　
　
村
山
慶
輔
著

フ
ロ
ン
ト
業
務
の
研
修

顧
客
の
お
迎
え
対
応

　
専
門
学
校
日
本
ホ
テ
ル
ス

ク
ー
ル
（
東
京
都
中
野
区
、

石
塚
勉
校
長
）
は
、
昼
・
夜

間
部
１
年
生
を
対
象
と
し
た

「
ス
テ
イ
マ
ナ
ー
宿
泊
研

修
」
を
実
施
し
た
。
ホ
テ
ル

企
業
の
協
力
の
も
と
、
参
加

者
は
ゲ
ス
ト
、
ス
タ
ッ
フ
双

方
の
視
点
を
養
い
、
基
本
技

術
を
学
ん
だ
。

　
同
研
修
は
、
現
場
の
ホ
テ

ル
ス
タ
ッ
フ
の
も
と
、
参
加

者
が
宿
泊
部
門
や
料
飲
・
宴

会
部
門
の
演
習
と
し
て
ベ
ッ

ド
メ
イ
キ
ン
グ
や
テ
ー
ブ
ル

セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
、
料
飲
サ
ー

ビ
ス
な
ど
の
基
礎
技
術
を
学

ぶ
、
同
校
の
産
学
連
携
の
代

表
的
な
取
り
組
み
の
一
つ
。

ホ
テ
ル
ス
タ
ッ
フ
と
ゲ
ス
ト

双
方
の
視
点
で
ホ
テ
ル
を
体

験
す
る
こ
と
で
、
ホ
テ
ル
の

現
場
の
理
解
を
よ
り
深
め
、

現
実
的
な
ホ
テ
ル
、
ブ
ラ
イ

ダ
ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
仕
事

観
や
職
業
観
を
育
成
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
今
年
は
、
夜
間
部
は
富
士

ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
（
山
梨
県
富

士
河
口
湖
町
）
で
６
月
８
、

９
日
に
、
昼
間
部
は
グ
ラ
ン

ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
高
輪

（
東
京
都
港
区
）で
６
月

、


日
に
そ
れ
ぞ
れ
研
修
を
実

施
。
各
部
門
の
演
習
で
は
、

「
ベ
ル
・
フ
ロ
ン
ト
演
習
」

「
客
室
演
習
（
ベ
ッ
ド
メ
イ

キ
ン
グ
・
客
室
清
掃
）
」

「
宴
会
演
習
」
「
デ
ィ
ナ
ー

サ
ー
ビ
ス
演
習
」が
行
わ
れ
、

各
部
門
の
業
務
を
学
ん
だ
。

昼
間
部
で
は
、
選
択
制
の
演

習
、
講
座
と
し
て
「
ベ
ル
・

フ
ロ
ン
ト
研
修（
応
用
編
）」

「
模
擬
挙
式
体
験
」
「
バ
ー

テ
ン
ダ
ー
研
修
」
「
ハ
ウ
ス

キ
ー
ピ
ン
グ
研
修
」
も
実
施

さ
れ
た
。

　
参
加
者
は
２
日
間
の
研
修

を
通
し
、
ホ
テ
ル
の
各
部
門

の
魅
力
を
知
る
と
と
も
に
、

知
識
や
プ
ロ
の
技
術
を
体

感
。
今
回
の
研
修
を
今
後
の

ホ
テ
ル
・
ブ
ラ
イ
ダ
ル
実
習

へ
と
生
か
し
て
い
く
。

　
「
地
域
連
携
で
取
り
組
む

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
こ
そ
、
売
上

増
の
切
り
札
！
」
。

　
本
書
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

対
策
に
取
り
組
む
商
店
街
、

自
治
体
、
観
光
施
設
、
事
業

責
任
者
に
向
け
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
に
お
金
を
落
と
し
て
も

ら
う
た
め
に
必
要
な
方
法

を
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
成
功
企

業
や
地
域
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
な
ど
を
通
し
て
発
信
し
て

い
る
。
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対

応
で
何
か
ら
手
を
つ
け
て
い

い
か
分
か
ら
な
い
」
「
日
帰

り
客
ば
か
り
で
地
域
を
回
遊

し
て
も
ら
え
な
い
」
な
ど
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
で
悩
み

を
抱
え
る
人
に
向
け
た
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
対
応
の
指
南
書
と

な
り
得
る
一
冊
だ
。

　
Ａ
５
判
２
２
４
㌻
。
定
価

２
千
円
（
税
別
）
。
発
売
＝

翔
泳
社
。

　
日
本
能
率
協
会
と
日
本
ホ

テ
ル
協
会
、日
本
旅
館
協
会
、

国
際
観
光
日
本
レ
ス
ト
ラ
ン

協
会
、
国
際
観
光
施
設
協
会

は
７
月

～

日
、
イ
ン
テ

ッ
ク
ス
大
阪
（
大
阪
市
）
で

外
食
・
宿
泊
業
界
向
け
の
専

門
展
示
会
「
第

回
ホ
テ
ル

・
レ
ス
ト
ラ
ン
・
シ
ョ
ー
＆

Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｘ
　
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ

Ｎ
　
Ｉ
Ｎ
　
関
西
２
０
２

３
」
を
開
催
し
た
。
３
日
間

で
６
４
５
４
人
が
来
場
し

た
。

　
前
回
を
上
回
る
１
５
６
社

２
３
４
ブ
ー
ス
が
出
展
。
人

手
不
足
や
生
産
性
向
上
、
現

場
の
Ｄ
Ｘ
化
を
か
な
え
る
製

品
の
ほ
か
、
２
０
２
５
年
の

大
阪
・
関
西
万
博
を
控
え
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
対
応
商
品
な
ど
が

集
結
し
た
。
ま
た
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
需
要
の
高
ま
り
な
ど
も

あ
り
、
ハ
ラ
ー
ル
食
材
や
ヴ

ィ
ー
ガ
ン
等
を
意
識
し
た
代

替
食
品
の
ブ
ー
ス
も
目
立
っ

た
。

　
こ
の
ほ
か
人
材
育
成
や
Ｄ

Ｘ
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
関

連
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
３

日
間
で

を
超
え
る
併
設
セ

ミ
ナ
ー
も
開
催
。

日
に
は

全
旅
連
青
年
部
が
三
つ
の
セ

ミ
ナ
ー
を
行
っ
た
。

　
こ
の
う
ち
楽
天
ト
ラ
ベ
ル

ア
ワ
ー
ド
常
連
宿
に
よ
る
Ｏ

Ｔ
Ａ
の
活
用
術
を
テ
ー
マ
に

し
た
セ
ミ
ナ
ー
は
立
ち
見
も

出
る
な
ど
盛
況
。
各
宿
で
の

従
業
員
の
意
識
づ
く
り
や
Ｏ

Ｔ
Ａ
で
の
具
体
的
な
販
促
方
法
な
ど
に
つ
い
て
の
情
報

に
、
参
加
者
は
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
一
生
懸
命
に
聞
き
入

っ
て
い
た
。

外
観

新
御
組
み
上
げ
の
湯
（
上
）
と
客
室
「
り
ん
ど

う
」
の
内
装

　
人
手
不
足
に
悩
む
温
泉
旅
館
で
、

客
室
部
門
・
接
客
部
門
を
サ
ポ
ー
ト

す
る「
Ｍ
Ｅ
Ｇ（
メ
グ
）シ
ス
テ
ム
」

の
導
入
が
増
え
て
い
る
。
そ
の
う
ち

の
１
軒
、
群
馬
県
草
津
温
泉
の
高
級

旅
館
「
奈
良
屋
」
（
全

室
）
の
佐

伯
達
也
総
支
配
人
に
話
を
聞
い
た
。

　
―
―
導
入
の
経
緯
は
。

　
「
コ
ロ
ナ
前
か
ら
慢
性
的
な
人
手
不
足
で
、
リ

ゾ
ー
ト
バ
イ
ト
な
ど
各
種
の
派
遣
サ
ー
ビ
ス
を
使

っ
て
い
た
。た
だ
、２
～
３
カ
月
の
短
期
が
多
く
、

よ
う
や
く
仕
事
を
覚
え
た
頃
に
人
が
変
わ
っ
て
し

ま
う
。新
人
に
は
最
初
か
ら
教
育
が
必
要
な
の
で
、

非
常
に
効
率
が
悪
か
っ
た
。
Ｍ
Ｅ
Ｇ
シ
ス
テ
ム
の

こ
と
は
３
年
前
に
ネ
ッ
ト
検
索
で
知
っ
た
」

　
―
―
Ｍ
Ｅ
Ｇ
シ
ス
テ
ム
の
良
さ
は
。

　
「

年
４
月
か
ら
Ｍ
Ｅ

Ｇ
（
仲
居
）
を
派
遣
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
。
彼
女

た
ち
は
派
遣
社
員
で
は
な

く
、
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
Ｍ
Ｅ
Ｇ
社
に
採
用
さ
れ

た
正
社
員
。社
会
人
教
育
、

接
客
教
育
を
受
け
た
上

で
、
チ
ー
ム
と
し
て
宿
に

来
て
く
れ
た
。
他
の
旅
館

で
の
経
験
が
あ
る
リ
ー
ダ

ー
Ｍ
Ｅ
Ｇ
１
名
と
新
人
Ｍ

Ｅ
Ｇ
２
人
。
リ
ー
ダ
ー
が

後
輩
の
面
倒
を
見
て
く
れ

る
の
で
、
安
心
し
て
仕
事

を
任
せ
ら
れ
た
。
１
年
間

の
契
約
満
了
ま
で
同
じ
メ

ン
バ
ー
で
働
い
て
い
た
だ

い
た
。

年
度
も
メ
ン
バ

ー
の
入
れ
替
わ
り
は
あ
る

が
継
続
し
て
契
約
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
」

　
―
―
他
の
派
遣
会
社
と

比
べ
て
コ
ス
ト
は
ど
う
か
。

　
「
例
え
ば
２
カ
月
間
で
入
れ
替
え
だ
と
教
育
期

間
を
含
め
て
ダ
ブ
ル
で
人
件
費
が
か
か
る
期
間
が

発
生
す
る
。
そ
れ
を
考
慮
す
る
と
Ｍ
Ｅ
Ｇ
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
た
人
件
費
は
他
と
変
わ
ら
な
い
。
長

く
い
る
と
接
客
ス
キ
ル
や
周
辺
観
光
知
識
も
上
が

っ
て
い
く
の
で
、
宿
全
体
の
サ
ー
ビ
ス
品
質
レ
ベ

ル
は
向
上
し
て
い
る
」

　
こ
の
件
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
先
は
、
ワ
ー

ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
Ｍ
Ｅ
Ｇ
☎
０
６
（
４
３
９
１
）

８
８
０
３
。


